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１
－
研
修
の
あ
ら
ま
し

２
－
事
例
紹
介

３
‐
米
英
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
状
況
つ
い
て

　
　
の
私
見

４
－
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興

　
　
策
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１
一
研
修
の
あ
ら
ま
し

　
横
浜
市
の
市
政
、
区
政
の
推
進
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、

市
民
の
意
識
の
多
様
化
か
ら
本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
策
も
転
換
期
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

わ
が
国
と
様
々
な
面
で
相
違
が
あ
る
で
あ
ろ
う
英
米

の
地
域
社
会
を
、
と
り
わ
け
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
態
を
中
心
に
見
聞
し
、
今
後
の
横
浜
に
お

け
る
地
域
行
政
を
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
、

と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
八
年
度
海
外
派
遣
研

修
に
応
募
し
た
。

　
具
体
的
な
訪
問
先
と
し
て
は
、
米
国
で
は
西
部
と

南
部
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ロ
ー
リ
ー
の
二
都
市
、

さ
ら
に
対
照
と
し
て
英
国
に
お
い
て
、
首
都
ロ
ン
ド

ン
及
び
南
海
岸
の
小
さ
な
町
フ
ェ
ア
ア
ム
を
選
ん
だ
。

平
成
九
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
各
都
市
を
回
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
団
体
（
注
Ｉ
）
、
そ
う
し
た
活
動
を
支
え
る
関
連

機
関
等
を
訪
問
し
、
聴
取
す
る
こ
と
に
よ
り
実
態
を

見
聞
し
て
き
た
。

　
訪
問
先
の
選
定
で
あ
る
が
、
日
本
国
内
で
事
前
に

情
報
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
各
種
文
献
を
手
が
か
り
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
、
両
国
の
電
話
帳
を
参
照
し

て
選
び
、
出
発
前
に
訪
問
受
け
入
れ
を
依
頼
し
た
。

現
地
で
紹
介
を
受
け
、
追
加
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

結
果
と
し
て
は
、
訪
問
先
は
十
六
ヵ
所
と
な
っ
た
。

２
一
事
例
紹
介

　
大
小
十
六
の
団
体
、
機
関
を
訪
問
し
た
が
、
こ
こ

で
は
、
米
国
で
の
訪
問
先
か
ら
、
大
規
模
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
機
関
、
行
政
が
直
接
募
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
と
い
う
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

①
－
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ー
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
　
S
a
n

F
r
a
n
c
i
s
c
o
F
o
〇
d
B
a
n
k

　
・
事
務
所
の
様
子

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
中
で
も
、
観
光
客
の
い

る
地
区
か
ら
は
だ
い
ぶ
離
れ
た
、
倉
庫
の
立
ち
並
ぶ

荒
涼
と
し
た
港
湾
地
域
に
、
こ
の
団
体
の
本
拠
地
が

あ
っ
た
。
古
い
大
規
模
な
倉
庫
が
活
動
の
拠
点
で
あ

り
、
事
務
所
は
敷
地
内
の
三
台
の
コ
ン
テ
ナ
を
改
造

し
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
五
く
ら
い
の
物
静
か
な
男

性
、
シ
ョ
ー
ン
ー
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
ク
氏
が
対
応
し
て

く
れ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
校
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
経
営
を
教
え
る
学
科
が
あ
り
、
そ

こ
を
修
了
し
た
と
い
う
。

・
活
動
内
容

　
食
品
メ
ー
カ
ー
や
小
売
企
業
か
ら
、
へ
こ
ん
だ
缶

詰
、
賞
味
期
限
が
近
づ
い
た
品
、
サ
ン
プ
ル
品
な
ど
、

多
少
難
の
あ
る
食
糧
を
無
償
で
、
ま
た
は
安
く
譲
り

受
け
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
無
料
食
堂
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

患
者
支
援
団
体
、
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
活
動
を
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
無
償
で
配
分
し
て
い
る
。

　
取
り
扱
う
食
糧
は
莫
大
な
量
で
あ
り
、
昨
年
度
は
、

七
百
五
十
万
ポ
ン
ド
（
三
千
四
百
ト
ン
）
以
上
、
千
万

ド
ル
（
十
二
億
円
）
以
上
相
当
を
取
り
扱
い
、
三
百
九

十
を
超
す
団
体
に
配
分
し
て
、
結
果
と
し
て
毎
月
二

万
五
千
人
以
上
の
人
に
供
給
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

自
ら
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
を
何
台
も
持
ち
、
港
湾
地
域

で
倉
庫
を
本
拠
地
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
理
由

で
あ
る
。

　
団
体
へ
の
食
糧
供
給
が
主
要
な
機
能
だ
が
、
個
人



に
直
接
食
糧
を
配
る
事
業
も
、
一
部
行
っ
て
い
る
。

前
述
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
い
る
困

窮
者
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
な
ど
が

対
象
で
あ
る
。
調
理
施
設
は
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

配
る
の
は
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
、
飲
料
な
ど
で
あ
る
。

・
組
織

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
全
米
的
な
団
体
で
、
郡
や
大

都
市
単
位
で
各
地
に
あ
る
。

　
有
給
ス
タ
ッ
フ
が
三
十
二
人
お
り
、
常
時
二
十
五

人
が
勤
務
し
て
、
経
理
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
な
ど
事
務
局
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
継
続
的
な
人
ば
か
り
で
な
く
、

一
日
限
り
の
参
加
も
あ
り
、
全
体
人
数
は
つ
か
ん
で

い
な
い
が
、
一
日
あ
た
り
約
三
十
人
が
活
動
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

‐
倉
庫
内
で
の
食
糧
の
選
別
・
仕
分
け
、
・
対
個
人
事

業
の
配
達
、
車
の
運
転
、
事
務
の
補
助
な
ど
の
作
業

を
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
い
る
。

・
予
算
規
模

　
年
間
予
算
約
百
九
十
万
ド
ル
（
約
二
億
円
）
。
収
入

の
内
訳
を
見
る
と
、
行
政
か
ら
の
G
r
a
n
t
（
注
２
）
は

二
割
弱
で
、
個
人
か
ら
の
寄
付
、
企
業
・
財
団
か
ら

の
G
r
a
n
t
’
イ
ベ
ン
ト
の
収
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
支
出
の
約
六
割
は
人
件
費
、
ス
タ
ッ
フ
の
数

も
多
い
が
、
予
算
も
大
変
大
き
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
。

　
現
在
本
拠
地
と
な
っ
て
い
る
倉
庫
は
、
港
湾
管
理

者
か
ら
借
り
て
い
る
が
、
賃
料
は
安
く
、
月
額
一
ド

ル
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
そ
の
他

　
一
九
八
七
年
設
立
の
若
い
団
体
で
あ
る
が
、
毎
年
、

取
り
扱
い
高
が
前
年
度
比
一
・
五
倍
で
、
拡
大
過
程

に
あ
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
も
予
算
も
大
き
く
、
な
お
活
動
が
発
展

し
つ
つ
あ
る
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
規
模
団
体
の
例
で

あ
る
。

　
現
在
の
倉
庫
が
手
狭
に
な
り
、
五
百
ｍ
ほ
ど
離
れ

た
所
に
、
新
た
な
本
拠
を
建
設
し
て
お
り
、
近
く
移

る
予
定
と
い
う
。
倉
庫
の
面
積
も
四
倍
に
広
が
り
、

事
業
も
ま
す
ま
す
拡
大
で
き
る
と
は
り
き
っ
て
い
た
。

②
－
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

T
h
e

V
o
l
u
n
t
e
e
rC
e
n
t
e
ro
f

S
a
n

F
r
a
n
c
i
s
c
o

・
事
務
所
の
様
子

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
丘
の
上
、
放
送
局
が
あ

る
街
区
の
新
し
い
ビ
ル
の
一
階
に
あ
っ
た
。
さ
ほ
ど

広
く
な
く
、
二
百
～
二
百
㎡
程
度
の
事
務
所
で
あ
る

が
、
人
の
出
入
り
、
電
話
が
さ
か
ん
に
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
も
き
び
き
び
し
て
活
気
が
あ
っ
た
。

・
活
動
内
容

　
こ
こ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
志
願
者
を
団
体
に

紹
介
し
て
い
る
機
関
で
あ
る
。
年
間
延
ベ
ー
万
人
以

上
を
、
約
八
百
の
登
録
団
体
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

い
る
と
い
う
。
志
願
者
、
団
体
と
も
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
い
る
。

　
前
述
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
自

ら
募
集
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
紹
介
を
受
け
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
と
の
こ
と
で
、
対
応
し
て
く
れ
た
ウ
ナ
・

オ
ー
サ
ム
氏
の
こ
と
を
、
よ
く
知
っ
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
。

　
紹
介
機
能
の
ほ
か
、
団
体
へ
の
研
修
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
中
学
一
年
生
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
、
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
企
画
支
援

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

一
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一
九
四
六
年
設
立
以
来
、
五
十
年
の
歴
史
を
持
つ
。

・
組
織

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
自
体
、
独
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
事

務
局
長
の
も
と
六
課
、
十
八
人
の
有
給
ス
タ
ッ
フ

（
う
ち
三
人
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
。

・
予
算
規
模

　
予
算
は
、
年
間
約
九
十
万
ド
ル
（
約
一
億
円
）
と
大

規
模
で
あ
る
。
収
入
の
約
六
割
が
主
に
市
か
ら
の

G
r
a
n
t
で
あ
り
、
ほ
か
に
、
事
業
受
託
、
個
人
・
企

業
の
寄
付
、
資
金
集
め
事
業
収
入
な
ど
。
支
出
は
、

約
六
割
が
賃
金
、
そ
の
ほ
か
労
務
経
費
、
事
務
経
費
、

税
金
な
ど
。

・
そ
の
他

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
支
援
す
る
U
m
b
r
e
l
l
a
　
　
A
g
e
n
c
y

（
注
３
）
の
好
例
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
用
紙
、
団
体

の
登
録
用
紙
が
実
務
的
で
よ
く
で
き
て
い
た
。

③
－
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
政
府
運
輸
局
美
化
事
業

　
　
担
当

N
o
r
t
h
C
a
r
o
l
i
n
aD
e
p
a
r
t
m
e
n
t
o
f
T
r
a
n
s
p
o
r
-

t
a
t
i
o
n
,
O
f
f
i
c
eo
f
B
e
a
u
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n

P
r
o
g
r
a
m
s

･
事
務
所
の
様
子

　
州
政
府
は
、
い
く
つ
も
の
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い

ビ
ル
に
分
散
し
て
い
た
。
運
輸
局
ビ
ル
の
会
議
室
で
、

四
十
代
な
か
ば
の
ア
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
が
、
親
切

に
対
応
し
て
く
れ
た
。
事
前
に
資
料
を
揃
え
て
お
い

て
く
れ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
渡
す

道
具
一
式
ま
で
い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た
。

・
活
動
内
容

　
A
d
o
p
t
-
A
-
H
i
g
h
w
a
y
　
P
r
o
g
r
s
m
（
「
高
速
道
路

を
養
子
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
州

管
理
の
幹
線
道
路
の
路
肩
を
ニ
マ
イ
ル
ご
と
に
区
切
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り
、
企
業
・
団
体
・
家
族
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

グ
ル
ー
プ
に
任
せ
て
、
ご
み
拾
い
活
動
を
し
て
も
ら

う
事
業
を
、
州
政
府
が
主
催
し
、
推
進
し
て
い
る
。

ニ
マ
イ
ル
の
起
点
に
は
、
任
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
名

を
記
し
た
標
識
が
立
て
ら
れ
る
。

　
こ
の
種
の
路
肩
の
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

他
の
州
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
現
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
も
同
様
の
標
識
を
見
か
け
た
。
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
の
事
業
の
特
徴
は
、
そ
の
規
模
で
あ
る
。

州
内
の
道
路
全
体
に
及
び
、
全
米
で
最
大
と
い
う
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

　
昨
年
は
、
七
千
グ
ル
ー
プ
、
延
べ
約
二
十
五
万
人

と
、
大
変
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
と
の

こ
と
。

　
各
グ
ル
ー
プ
は
、
年
間
、
最
低
四
回
の
ご
み
拾
い

が
義
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
義
務
へ
の
同
意
、
定

め
ら
れ
た
規
則
を
守
る
こ
と
へ
の
同
意
、
事
故
が
あ
っ

た
と
き
の
州
の
免
責
へ
の
同
意
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
同
意
書
を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
参
加
予
定
者
全
員

に
署
名
し
て
も
ら
っ
て
作
成
し
て
い
る
。

　
同
意
書
に
署
名
し
た
グ
ル
ー
プ
は
登
録
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
管
理
す
る
。

　
過
去
に
一
人
が
事
故
で
死
亡
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
安
全
講
習
に
は
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

・
予
算
規
模

　
年
間
予
算
は
、
関
係
州
職
員
の
人
件
費
、
事
務
費

を
含
め
て
二
十
～
二
十
六
万
ド
ル
（
二
千
五
百
～
二

千
万
円
）
。
人
件
費
、
事
務
費
、
標
識
費
用
、
表
彰

費
用
な
ど
に
つ
か
わ
れ
る
。

・
そ
の
他

　
日
本
で
は
、
ま
ず
、
行
政
の
担
う
べ
き
範
囲
と
思

わ
れ
そ
う
な
分
野
だ
が
、
行
政
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
事
業
と
し
て
成
功
し
て
い
る
点
で
興
味

深
か
っ
た
。
尋
ね
る
と
、
や
は
り
、
一
部
の
市
民
に

異
論
が
な
い
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
市

の
公
園
愛
護
会
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
と
思
え
た
。

　
意
識
啓
発
の
た
め
の
一
種
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

実
質
の
ご
み
拾
い
は
、
州
が
補
完
し
て
や
っ
て
い
る

の
か
と
も
疑
っ
た
が
、
州
は
ご
み
拾
い
を
基
本
的
に

実
施
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
任

せ
て
い
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
冬
期
で
あ
っ
た
た
め
か
、
九
日
間
の
滞

在
中
、
実
際
に
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
姿
を
見
た
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。
空
き
缶

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
新
聞
な
ど
、
路
肩
の
ご
み
は
、
日

本
と
比
べ
て
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

米
英
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
状
況
に
つ
い

て
の
私
見

　
こ
う
し
て
、
十
六
ヵ
所
の
団
体
、
機
関
を
訪
問
し

て
ま
わ
っ
た
。
限
ら
れ
た
経
験
で
あ
り
、
十
分
な
裏

付
け
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
分
析
め
い
た
こ
と

を
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

①
－
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
の
重
要
性

　
米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
「
理
事
会
－
ス
タ
ッ
フ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
構
造
を
持
ち
、
組
織
と
し
て

の
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

　
特
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
は
わ
が
国
と
の
相
違
点

で
あ
る
。
常
設
の
事
務
局
と
し
て
、
事
業
企
画
、
広

報
、
団
体
運
営
事
務
、
資
金
集
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
仕
事
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
無
償
の
奉
仕
で
は
な
い
。
フ
ル
タ

イ
ム
だ
け
で
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
場
合
も
あ
る

が
、
有
給
の
職
員
で
あ
る
。
米
国
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
職
業
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
一
般
企
業
よ
り
、
給
料
面
で
は
恵
ま
れ

な
い
が
、
公
益
的
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
働
き
が
い

を
見
出
す
人
々
の
就
職
口
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
と
、
わ
が
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
構
造
は
、
「
理
事
会
な
し
｜
ス
タ
ッ
フ
な

し
｜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

そ
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
達
が
役
員
と
な
り
、
事
務
連
絡

や
会
計
、
事
業
企
画
、
機
関
紙
発
行
な
ど
を
、
余
暇

を
さ
い
て
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」
と
い
う
言
葉
自
体
、
米

国
で
は
聞
か
な
か
っ
た
が
、
わ
が
国
で
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
」
と
い
う
と
、
す
な
わ
ち
全
員
が
無
償

で
奉
仕
す
る
団
体
、
と
い
う
よ
う
な
理
解
に
な
っ
て

し
ま
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
の
だ
か
ら
、
有
給

の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
い
な
い
の
が
当
た
り
前
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
や
り
方
で
は
ど
う
し

て
も
限
界
が
あ
り
、
例
え
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
よ
う
な
規
模
に
ま
で
、
事
業
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
区
役
所
や
地
区
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
、
電
話
番
を

代
行
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
望
が
と
き
に
出
て
く

る
の
も
こ
の
た
め
だ
が
、
こ
う
し
た
代
行
で
は
根
本

的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
米
国
に
お
い
て
も
、
無
論
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て

い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
後
述
の
よ
う
な
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
自
身
の
努
力
、
社
会
の
支
え
が
あ
っ
て
成
長
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
企
業
に
も
近
い
プ
ロ
の
組

織
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
同
好
会
の
レ
ベ
ル
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
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ス
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
な
ど
の
応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
労
力
の
提
供
な
ど
が
、
社
会
に
定
着
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。

　
行
政
も
、
G
r
a
n
t
'
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
無
論
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
ば
無

条
件
に
、
必
ず
こ
う
し
た
支
援
が
あ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
団
体
が
行
う
事
業
の
公
益
性
、
実
績
に

応
じ
て
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

④
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
競
争
社
会
の
中
に
い
る

②
－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
限
界
が
心
得
ら
れ
て
い
る

　
上
記
の
裏
返
し
だ
が
、
米
国
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
が
明
確
、
と
い
ラ
印
象
で
あ
っ

た
。
一
言
で
言
え
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
責
任
あ
る
重
い

仕
事
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
は
軽
い
も
の

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
要
求
さ
れ
る
活
動
は
、
「
週
一

回
、
三
時
間
」
な
ど
時
間
的
に
無
理
が
な
い
。
ま
た
、

過
重
な
責
任
を
担
う
こ
と
も
な
い
。
こ
の
た
め
、
気

軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、
と
も
す
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ

て
も
、
時
間
的
に
も
、
責
任
も
、
ど
こ
ま
で
も
要
求

さ
れ
、
限
り
が
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
び
こ
む
こ
と
を
、

人
々
に
躊
躇
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
無
償
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
基

本
的
に
無
償
だ
が
、
米
国
の
多
く
の
団
体
で
は
交
通

費
は
実
費
弁
償
し
て
い
る
よ
う
だ
。
簡
単
な
食
事
が

つ
く
こ
ど
も
あ
る
。

③
｜
社
会
が
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
訪
問
し
た
岡
部
一
明
氏

（
注
４
）
の
指
摘
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
え
る
企

業
、
個
人
、
行
政
の
網
の
目
が
よ
く
発
達
し
て
い
る

こ
と
が
、
わ
が
国
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
す
な
わ
ち
傘
団

体
(
U
m
b
r
e
l
l
a

A
g
e
n
c
y
)
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
志
願
者
の
紹
介
、
運
営
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ス

タ
ッ
フ
の
研
修
・
講
習
、
事
務
機
材
の
貸
出
、
資
金

助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
企
業
や
個
人
の
支
援
も
、
寄
付
、
オ
フ
ィ

　
米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
設
立
は
容
易
だ
が
、
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
い
く
つ

か
の
団
体
か
ら
聞
い
た
。
特
に
運
営
の
た
め
の
資
金

集
め
の
努
力
が
継
続
し
て
必
要
で
、
理
事
や
ス
タ
ッ

フ
の
重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
こ
と
に
、
ス
タ
ッ

フ
は
自
分
の
就
労
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
努
力
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
活
動
が
活
発
で
成
果
を
出
し
て
い
る
団
体
に
、
寄

付
も
Ｑ
Ｍ
ぽ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
集
ま
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

も
ま
た
、
優
勝
劣
敗
の
競
争
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。

⑤
－
英
国
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
は
ア
マ
チ
ュ
ア
的

　
今
回
は
事
例
を
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
英
国
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
は
、
米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
比
べ

る
と
、
小
規
模
な
団
体
、
有
給
職
員
が
少
な
い
（
い

な
い
）
団
体
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
以
来
、
大
規
模
な
行
政
改
革
が

進
み
、
頼
り
に
し
て
い
た
自
治
体
自
体
が
、
機
構
削

減
に
な
っ
た
り
、
補
助
金
が
減
額
、
打
ち
き
り
に
な
っ

た
り
と
い
う
状
況
で
あ
る
よ
う
だ
。
行
く
先
々
の
団

体
で
､
宝
く
じ
協
会
(
N
a
t
i
o
n
a
l

L
o
t
t
e
r
y
)
か
ら

の
補
助
金
を
頼
り
に
し
て
い
る
と
い
う
声
を
聞
い
た
。

　
団
体
の
事
務
所
も
米
国
に
比
べ
小
規
模
な
印
象
で

一
　
特
集
・
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
9
7
⑥

あ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
達
は
気
概
を
持
っ
て
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
る
印
象
で
、
よ
き
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
訪
れ
た
ウ
ナ
・
オ
ー
サ
ム
さ
ん
は
、
ロ
ン
ド
ン
か

ら
引
っ
越
し
て
一
年
ほ
ど
の
人
だ
が
、
米
英
の
状
況

の
比
較
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
機
関
紙
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　
　
「
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
形
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ

ズ
ム
の
発
展
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
な
い
。
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
は
時
間
を
提
供
す
る
よ
り
、
お
金
の
寄

付
で
済
ま
す
よ
う
な
面
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
労
力
を
提
供
す
る
こ
と
が
浸
透
し

て
い
る
。
」
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
訪
れ
る
ま
で
は
使
い
古
し

た
机
に
電
話
が
ぽ
つ
ん
と
あ
る
よ
う
な
も
の
と
想
像

し
て
い
た
が
、
ず
っ
と
大
が
か
り
で
、
体
系
だ
っ
た

や
り
方
で
業
務
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
」

⑥
１
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
境
界
線

　
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
A
d
o
p
t
-
A
-

H
i
g
h
w
a
y
事
業
の
例
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
以
外

に
も
、
図
書
館
、
公
園
、
病
院
な
ど
、
行
政
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
少
な
く
な
い
。

　
米
国
民
は
、
一
方
で
納
税
者
意
識
の
強
い
国
柄
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
他
方
で
行
政
に
頼
ら
な
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
こ
と
は
自
分
達
で
行
う
と
い
う
自
助
・
自

立
の
意
識
も
ま
た
強
い
よ
う
に
感
じ
た
。

　
人
々
の
考
え
方
の
背
景
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し

た
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
断
定
は
で
き

な
い
が
、
訪
問
先
の
人
々
の
話
を
総
合
す
る
と
、
行

政
の
予
算
の
少
な
さ
や
労
力
の
限
界
を
理
解
し
て
社

会
奉
仕
を
す
る
、
と
い
う
意
識
よ
り
、
自
分
達
の
コ

ノースカロライナ州:
Adopt A Highwayの道路標識
＊
下
の
標
識
で
「
ダ
グ
・
Ｍ
・
ホ
ー
ム
ズ

弁
護
士
事
務
所
」
が
担
当
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
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ミ
ユ
ニ
テ
ィ
な
ん
だ
か
ら
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
し

よ
う
、
そ
の
対
象
が
た
ま
た
ま
行
政
の
分
野
で
あ
る
、

と
い
う
意
識
の
よ
う
に
思
う
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
、
寄
付
か
、
や
り
方
は
別

に
し
て
、
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
は
、
少
し
は
地

域
へ
の
貢
献
を
し
な
く
て
は
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
。

４

こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興

策

○
－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

　
米
国
に
も
英
国
に
も
､
名
称
は
､
V
o
l
u
n
t
e
e
r

C
e
n
t
e
rV
o
l
u
n
t
a
r
yA
c
t
i
o
n
C
e
n
t
e
r

V
o
l
u
n
t
e
e
rB
u
r
e
a
u
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
､

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
志
願
者
を
募
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
紹
介
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
が
都
市

ご
と
に
存
在
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
、
基
本
的

な
傘
機
関
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
そ
れ
自
体

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
で
あ
り
、
自
治

体
の
補
助
金
は
あ
る
が
民
営
で
運
営
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
が
、
機
会
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
人
々
に
対
し
、
面
接
を
し
、

意
向
を
聞
い
て
、
様
々
な
分
野
の
団
体
に
仲
介
し
て

い
る
。
一
日
限
り
の
活
動
機
会
の
紹
介
も
し
て
い
る
。

紹
介
先
の
分
野
は
、
福
祉
な
ど
に
限
定
さ
れ
ず
、
大

変
広
範
で
あ
る
。

　
横
浜
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
た
い
と
い
う
市
民
は
、
三
人
に
二
人
と
、
潜
在
的

に
は
少
な
く
な
い
（
注
５
）
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
意

向
を
持
つ
市
民
が
、
実
際
の
活
動
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
国
、
英
国
の
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
ゆ
め
は
ま
二
〇
一
〇
プ
ラ
ン
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
」
構
想
が
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

の
設
立
が
全
て
で
は
な
い
が
、
横
浜
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
発
展
さ
せ
る
一
助
に
な
ろ
う
。
今
後
、
実

現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

　
横
浜
で
の
実
施
を
具
体
的
に
考
え
る
と
、
現
時
点

で
は
行
政
が
設
立
に
関
与
し
な
く
て
は
実
現
は
困
難

だ
ろ
う
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
が
設

立
さ
れ
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
紹
介
先
の
団
体
が
ほ

と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
制
定
の
状

況
を
見
極
め
た
上
、
団
体
設
立
の
た
め
の
情
報
提
供
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
す
る
働
き
か
け
な
ど
の

事
業
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談

所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
行
く
と
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

②
－
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
市
民
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
参
議
院
で
継
続

審
議
と
な
っ
た
。
与
党
案
に
つ
い
て
は
、
報
酬
を
受

け
得
る
の
は
会
員
の
三
分
の
一
以
下
、
税
の
優
遇
措

置
制
度
が
併
せ
て
出
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
内
容
に

問
題
が
あ
る
と
感
じ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今

後
、
こ
の
法
が
成
立
し
、
比
較
的
容
易
に
法
人
設
立

が
で
き
、
税
の
優
遇
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
位
置
づ
け
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る

こ
と
に
は
な
り
、
制
度
面
で
の
環
境
は
ひ
と
ま
ず
整

　
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
が
整
っ
て
も
、
人
々
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
意
識
が
変
わ
る
の
は
長
い

年
月
が
か
か
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
多
く
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
行
政
が
供

給
に
責
任
を
持
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
供
給
の

主
体
に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
結
果
、

人
々
が
行
政
に
頼
り
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
も
拡
大
す

る
傾
向
が
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
。
う
っ
か
り
す
る
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
来
、
行
政
と
独
立

し
た
存
在
で
あ
る
は
ず
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
下
支
え
を
行
政
に
期
待
す

る
よ
う
な
、
逆
立
ち
し
た
風
潮
も
生
ま
れ
か
ね
な
い
。

　
　
こ
の
日
本
で
の
意
識
と
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
米
国
、

英
国
の
意
識
と
の
差
異
は
大
き
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、

　
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
主
体
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
多
数

　
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
意
識
変
革
に
多
少
の

　
時
間
が
か
か
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
せ
い
ぜ
い
逆
立

　
ち
と
自
覚
し
た
上
で
、
振
興
策
を
講
じ
る
と
い
う
こ

　
と
が
必
要
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
都
筑
区
区
政
推
進
課
長
▽

（
注
１
）
Ｎ
Ｐ
ｏ
団
体
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体

N
P
o
は
､
N
o
n

P
r
o
f
i
tO
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
の
略
｡

米
国
に
お
け
る
非
営
利
民
間
団
体
。
Ｎ
Ｐ
０
の
中
で

も
公
益
性
が
高
い
団
体
は
、
内
国
歳
入
法
五
〇
一
条

（
ｃ
）
三
項
に
規
定
さ
れ
る
被
寄
付
控
除
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
資
格
を
持
つ
団
体
が
狭
義
の

Ｎ
Ｐ
０
。
Ｎ
Ｐ
０
と
し
て
認
可
を
う
け
る
と
、
税
制

上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
郵
便
料

金
の
優
遇
も
あ
る
。
他
方
、
内
国
歳
入
庁
へ
の
事
業
・

会
計
の
報
告
、
政
治
活
動
の
制
限
、
と
い
っ
た
制
約

が
あ
る
。

　
英
国
に
お
け
る
類
似
の
制
度
が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
あ
る
。

（
注
２
）
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
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補
助
金
で
あ
る
が
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も

の
、
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
区
別
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
行
政
か
ら
の
場
合
に
つ
い
て
、
交
付
の
基
準
を

含
め
、
さ
ら
に
調
査
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
注
３
）
　
U
m
b
r
e
l
l
a
　
A
g
e
n
c
y

　
具
体
的
な
活
動
を
行
う
個
々
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
支

援
す
る
団
体
は
、
「
傘
」
機
関
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

支
援
の
仕
方
と
し
て
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
情
報
の
提
供
以
外
に
、
資
金
の

助
成
、
事
務
機
器
の
提
供
、
パ
ソ
コ
ン
や
経
理
事
務

の
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
前
述
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
も
、
個
別
の

団
体
に
、
食
糧
の
提
供
と
い
う
支
援
を
行
う
点
で
は
、

U
r

こ
の
ほ
か
､
今
回
の
訪
問
先
に
は
U
m
b
r
e
l
l
a

A
g
e
n
c
y
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
｡

・
T
r
i
a
n
g
le

U
n
i
t
e
d
W
a
y
(
ロ
ー
リ
ー
)
人
材

情
報
､
資
金

･
R
e
t
i
r
e
dS
e
n
i
o
r
v
o
l
u
n
t
e
e
rP
r
o
g
r
a
m

(
同

右
)
人
材
情
報

･
V
o
l
u
n
t
a
r
yA
c
t
i
o
n
C
a
m
d
e
n
(
ロ
ン
ド
ン
・

ｶ
ﾑ
デ
ﾝ
地
区
)
運
営
ﾉ
ｳ
ﾊ
ｳ
相
談
･
研
修

･
C
a
m
d
e
n

V
o
l
u
n
t
e
e
rB
u
r
e
a
u
(
同
右
)
人
材

情
報･

T
h
e

F
a
r
e
h
a
m

C
o
u
n
c
i
lo
f

C
o
m
m
u
n
i
t
y

一
特
集
・
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
9
7
⑥
．

S
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
（
フ
ェ
ア
ア
ム
）

（
注
４
）
岡
部
一
明
氏

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

著
書
「
社
会
が
育
て
る
市
民
運
動
Ｉ
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
制
度
」
社
会
新
報
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
ー
九
九
三
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
革
命
」
お
茶
の
水
書
房
一
九

九
六
年
他

（
注
５
）

　
平
成
五
年
二
月
「
地
域
連
帯
と
ま
ち
づ
く
り
Ｉ
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
」
横
浜
市
市
民
局
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